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1 祇王井の伝説

祇
ぎ お い

王井川は、野洲市にあり、三上
付近で野洲川から分岐し、北東の方
角に流路を取って家

やなむね

棟川に接続して
います。その流路は人工的であり、
ほとんどが直線で構成され、ところ
どころで直角にカーブしています。
歴史を感じさせる石垣が残る箇所
も、多数存在しています。この祇王
井川には、平安時代にさかのぼる伝
説が残されています。

◆平家物語の一節

平氏の栄枯盛衰を描いた鎌倉時代
の軍記物語「平家物語」の冒頭部に、

「祇王」という章があります。

“妓
ぎ お う

王”という白拍子（歌曲や舞踊
などの芸で宴席に興を添える男装の
芸人）の名手は、その評判が時の権
力者平清盛に見出され、母、妹ととも
に寵愛を受けていました。

しかし、その日々も3年で終わりを
告げてしまいます。若き白拍子、仏御
前が、自分の舞を見てもらうチャンス
をいただけないかと清盛の館を訪れま
した。妓王は、門前払いはかわいそう
だと清盛にとりなし、清盛は仏御前の
踊りを見てみることにしました。する
と清盛は、妓王に代わって仏御前を寵
愛するようになり、妓王と母、妹を追
い出してしまいました。

妓王はその境遇を嘆き悲しみ、後
を追ってきた仏御前とともに、京都
奥嵯峨にて仏道に励んだ、という内
容です。

○妓王伝説

▲屋棟神社付近の祇王井川を
案内してくださった藤村和夫さん

▲掛越樋（野洲市）［提供：滋賀県］祇王井川の上を別の水路がまたいでいる

▲藤村さん「直角の川が、人の手で掘られた水路だったということを思い起こさせます」
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◆義王堂縁起

祇王井川近くの妓王寺には、1658
年に書かれた『義

ぎ

王
おうどう

堂縁
え ん ぎ

起』が残さ
れています。

妓王は、野洲郡江
え

辺
べの

荘
しょう

（永原・
北・中北）の地方役人の娘として生
まれました。父の流罪後、母、妹と
ともに京都に移り、白拍子を職業と
しました。

清盛の寵愛を受けた妓王は、清盛か
ら願い事を聞かれ、ふるさとが水不足
に苦しんでいるので、田地への用水路
を掘ってほしいと願い出ました。

清盛はその願いを聞き入れ、野洲
での工事を始めたものの、途中で流
れが行き詰まり、水脈が切れてしま
いました。『関係者一同が方策を考
えあぐねていた時、突如として神童
が現れ「我が引く縄の後を掘れ」と
いうので（※ 1）』それに従うと一夜

にして掘削が完了したということで
す。こうして 1174 年、妓王の名を
冠した延長 12km もの水路を開通す
る水利事業が完成しました。
※引用1 『湖国と文化』 93, p.40-41

清盛は、妓王のための寺を1175年
に建立しましたが、その後妓王への
愛は失せてしまい、妓王はこの寺へ
春秋二回、京都より下り参詣し続け
たとのことです。

1190年、妓王は36歳で亡くな
り、この寺は妓王寺と名付けられま
した。

◆伝説の真相

このような伝説が残る祇王井川で
すが、あくまでも伝説であり、有力
な証拠は他にもいくつかあるもの
の、実際に伝説通りの年代に開かれ
たかどうか、定かではありません。 

実際には条里制の時代に開削され
て廃川同様となっていた『流路を掘
りさらえ、従前の田用水路の機能に
活性させたのが妓王・妓女の美談の
うえに立つ平相国清盛の施工譚では
なかったろうか（※2）』とする説
もあります。
※引用2 『野洲町史 第1巻 通史編1』 p.800
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▲妓王寺略縁起
　［所蔵：妓王寺、提供：野洲市教育委員会］

▲妓王寺［提供：野洲市教育委員会］ ▲妓王・妓女像
　［所蔵：妓王寺、提供：野洲市教育委員会］


